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の分子は結晶中で 21 対称を持つ一次元のらせん集合体を形成する。初めにこの 21 らせん集合体のキラリティーを定
義した。また同一のキラリティーを持つ 21 らせん集合体のみで結晶化するかどうかを、隣り合う集合体間で接する
アミンとカルボン酸の置換基の位置関係から結論付けた。 

























 ⑷ キラルな天然分子であるコール酸をホストとする包接結晶内で、ベンゼンが形成する 21 らせん集合体のキラ
リティーについて論じている。対称性の高いベンゼン分子でも、結晶中で 21 対称軸に対して傾きを持って配列する
ことでその集合体中にキラリティーが生じることを初めて明らかにしている。さらに、この「傾きによるキラリティ
ー」の概念が、他のベンゼンを含む系に対しても適応可能であることを明確にしている。 
 以上のように本論文は、単純でアキラルな有機分子から形成される結晶中の不斉配列を系統的に研究し、分子構造
と分子集合様式との相関について多くの新しい知見をまとめたもので、超分子化学、分子認識化学、有機化学、結晶
工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
